
本事業は手島基金を基に

実施しています

伊豆諸島とトカラ列島のみに生息する日本固有種で環境省のレッドリストで絶滅危惧ⅠB 類に選定されてい

るアカコッコの個体数の増加を目的に、 日本野鳥の会はアカコッコ保護事業として、 ２０１２年から重要な繁

殖地である東京都三宅島を中心に調査や環境整備、 普及教育活動などを行なっています。 2021 年度も

引き続き新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮して実施しました。

　トピックス

◆2021 年も幼鳥がたくさんいました

　今年も 7 月中旬に、 アカコッコの周年の生息地を調べ

ることを目的に、ＧＰＳロガーをつけるための捕獲調査を

行ないました。 この調査では、 その年に巣立った幼鳥も

捕まるので、 調査１日あたりに捕獲されたアカコッコの成

鳥と幼鳥の数を調べてみました。

　すると、 2020 年に続き幼鳥の数が以前と比較して多

くなっていました。 一方、 やはり成鳥の数はそんなに変

わりませんでした。 多くの幼鳥が育つことができたのは、

とてもよい傾向だと思います。 噴火後の森の回復は徐々

に進んでいますが、 急激な変化があった様子はなく、 原

因ははっきりとは分かっていません。 この 2 年の変化が

今後も続くのか注意深く見ていきたいと思います。
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7 月の調査で捕獲された成鳥と幼鳥の平均個体数

◆三宅島のアカコッコは増えているのか減っているのか

　三宅島では、 島民の方と一緒に繁殖期である 5 月に全島で個体数調査を行なっています。 山頂噴火後の

2009 年にはじめたこの調査は、 今回で 5 回目になります。 2020、 2021 年はコース数を減らした縮小

版で実施しました。

　推定個体数は、 4,400 羽、 7,800 羽、

7,600 羽、 5,900 羽と増減してきました

が、 今回初めて 12,200 羽と 1 万羽を超

えました。 1 コース当たりの個体数を確認し

たところ、 全体では、 弱くですが増加傾向

がみられました。

　環境区分ごとに、 1 コース当たりの個体数

を見たところ増加傾向を示す環境区分はあ

りませんでした。 反対に、 アカコッコが好む

と考えられる緑の多い市街地において、 顕

著な減少傾向が見られているため、 原因を

調べていきたいと考えています。
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　目　標

・ アカコッコの生息地を増やすための森づくりモデルの確立と普及

・ 三宅島における森づくり作業の実施

・ 外来捕食者 （イタチ等） への対策

　主な活動

2012 年

　保全計画の作成、 次年度以降の調査計画等準備

2013 年～ 2020 年

　カラーリングを用いた繁殖期の行動圏面積の推定

　森林内の下草管理区域のアカコッコによる利用状況の調査

　三宅島でアカコッコ総個体数調査を実施

　アカコッコの森復活大作戦のリーフレットの配布とイベントの開催

　アカコッコの利用地域の解明に向け、 GPS ロガーを回収， 新たに装着

　環境省により国内希少野生動植物種に指定 （調査結果などを基に当会が要望）

202１年

　5 月１１， １２日　三宅島のアカコッコの個体数推定のための調査の実施

　　　　　　　　　　　　（アカコッコ館職員と島民で実施）

　7 月 16 ～ 2１日　アカコッコの利用地域の解明に向け GPS ロガーを回収
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※軸として行っている事業

原因①

イタチなど外来の

捕食者の増加

原因②

樹林地の減少や耕作放棄地の

増加など生息環境の変化

調査などを行ない

原因を解明する

アカコッコの個体数が減少して絶滅危惧種に指定アカコッコの個体数が減少して絶滅危惧種に指定

三宅島 伊豆諸島の他の生息地の島

アカコッコの行動や必要

な環境、 環境整備の効果

などを調査し、 生息環境

を改善する方法を

提案

影響を調査して

対策を試行

イタチ対策を行政

などに働きかける

課題

・ 生息状況や課題があまりわかっていない

・ 三宅島との関わりがほとんど分かっていない

アカコッコが好む環境を増や

す 「森づくり」 活動を広める

生息状況やどこをいつ利用しているか

などを、 GPS ロガーといった機械や文

献などの調査から把握し、 保全が必要

な場所や方法を考える

生息環境の改善が必要

な地域があれば

「森づくり」 を提案

新たに減少の原因が分

かった場合は、 その対

策を考える

目的 ： 自然の生息地の中で、 アカコッコの個体数が増加していく目的 ： 自然の生息地の中で、 アカコッコの個体数が増加していく


